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表題　1．「海印寺の『十八界図』」，2．「あの世の遊園地
　　　　　へ」，「韓国・台湾の地獄絵」，3．「文学」全項
　　　　　目，4．「『五趣生死輪図』との選遁」，5．「r生
　　　　　死輪』の流伝と絵解き」
梗概　韓国における仏教説話画研究は，美術史もしくは
仏教史の立場からの成果は，決して少なくないのだが，
文学・芸能との関わりの中での仏教説話画研究は，ほと
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んどなされていない現状にある。日本人研究者のそれ
も，同様の状況にある。そこで，筆者は，日本の仏教文
学・仏教説話画を主な対象として培ってきた研究成果を
基に，視点を隣国にも向けることで，立ち遅れてきた
（従来看過されてきたというべきか）文学・芸能の面か
らの韓国仏教説話画へのアプローチを課題とした。それ
は，昨今の韓国社会の急激な変容を，眼のあたりにし
て，仏教説話画の調査と関連資料の掘り起こしとが，火
急の要だと感じたからでもある。
　因みに，昭和62年度在外研究員として，韓国で調査・
集収してきた多くの資料を用いて，個々の絵画や寺院の
実態を分析・解明し，ひいては，表題の日韓文化史の
（一面の）比較を試みるものである。
　昭和63年8月上旬から下旬にかけて，本研究のため渡
韓，建国以来という連日35度以上の猛暑下で，各地寺院
の仏教説話画を調査，写真及びビデオに収めた。調査の
対象となった寺院は，神興寺・洛山寺（以上江原道）・
浮石寺・仏影寺（以上慶尚北道）・海印寺・通度寺（以
上慶尚南道）・梵魚寺（釜山市）・直指寺（慶尚北道）・
華硬寺・安養庵・曹漢寺（以上ソウル市）・麻谷寺（忠
清南道）・龍珠寺（京畿道）の13ケ寺である。ほとんど
の寺院には，大雄殿または捌相殿に「釈迦八相図」が描
かれており，また韓国個有の冥府殿を有する寺では，そ
の内部に「十王図」が描かれている場合が多かった。日
本と異なり，「十牛図」を蔵する寺も多かった。ソウル
市の国立中央博物館では，古い仏教説話画や敦煙壁画を
展観することも出来た。
　さらに，翌平成元年3月下旬，再び渡韓し，白羊寺・
白蓮寺・謹心寺（以上全羅南道）・壁硬寺（慶尚南道）・
白蓮寺・新興寺（以上ソウル市）の6ケ寺で，「十王図」
「釈迦八相図」「十牛図」等を調査，写真撮影した　（但
し，両度の調査とも私費）。
　本年度の研究成果は，下記の如くである。
　絵解き研究会第55回例会（於明大，昭63・6）で，「韓
国・台湾の宗教絵画をめぐる一，二の報告」と題して，
韓国の宗教絵画たる「釈迦八相図」「十王図」「六道輪廻
図」，仏教音楽「回心曲」について，また，台湾の宗教
絵画の代表的な「十王図」及び「六道輪図廻」につい
て，ビデオを上映しつつ，口頭発表した。
　KNB北日本放送テレビの，県民カレッジテレビ放送
講座「立山，清浄への旅立ち」第7回「生と死の世界」
（昭62・11）において，インド・中国・日本・韓国にお
ける「地獄絵」について解説した。
　立項に協力，「文学」の諸項目を責任担当した，r仏教
大事典BUDDHICA』（共著，小学館，昭63・7）を刊
行。従来のこの種の辞・事典にはない，「絵解き」等の項
目を収めた。
　「表紙解説・海印寺のr十八界図』一印本r大方広仏
華厳経巻第三十七変相』一」を「絵解き研究」第6号に
執筆した。名刹，海印寺に伝わる高麗時代の貴重な仏画
（木板画）の中に描かれた「生死輪」の意義について触
れた。
　荒俣宏氏と共同執筆の「あの世の遊園地ヘー立山地獄
めぐりと女人往生一」と，「韓国・台湾の地獄絵」を，
「別冊太陽」62号「地獄百景」（平凡社，昭63．7）に執
筆した。前者では，日本の民衆信仰の中で特異な「立山
曼茶羅」について論じ，後者では，表題に見る如く，韓
国・台湾両国の，文芸・芸能と深く関わる絵画を紹介・
論述した。
　「『五趣生死輪図』との邊遁」を「アート・トップ」
110号（芸術新聞社，平成元・5）に執筆。アジア各国
の「生死輪」との出会いを述べた。
　その他の成果としては，「韓国・東鶴寺のr釈迦八相
図』絵解き」（「絵解き研究」7号，平成元・6刊行），
「『生死輪』の流伝と絵解き一インドからチベット・ネパ
ール・中国・日本，そして韓国一」（「明治大学人文科学
研究所紀要」28冊，平成2・3刊行予定）を執筆した。
ともに，表題のようなテーマを述べたものである。
